
（別紙３）

～ 令和7年1月23日

（対象者数） 10 （回答者数）
9

～ 令和7年1月11日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・様々な方向性をつなげていくためには、指導員のゆたかな

かつ柔らかい発想が欠かせない。日頃より、創造的思考を高

めつつ、子どもたちと共に楽しめる活動を展開していくこと

が必要と感じている。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・からだを大きく、楽しく動かすことや、そこに感覚的な要

素を導入しつつ、指導員がともに楽しく活動できるような機

会を増やしていくことが必要と思われる。

2

3

○事業所名 多機能型事業所ごうでぃんぐ岩世ヶ原

○保護者評価実施期間
令和7年1月10日

○保護者評価有効回答数

令和7年1月9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月6日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・活動がパターン化しやすく、小さい動きが比較的多い。 ・ゆたかな発想力、”とにかくやってみよう”というチャレンジ

精神が若干弱い。

・子どもの実態把握に基づいた個別支援計画の作成が根付き、

それを核として、さまざまな方向性をつなげていくことによっ

て、さらに、子どものゆたかな発達が保障されていくと思って

いる。

事業所における自己評価総括表公表


